


　タヌキは同じ場所に繰り返し糞をする習性があり、水元かわせ

みの里近くにある浅間神社跡地の林内には、そんなタヌキの糞が

積み上がった「溜め糞」があります。水元公園サービスセンター

の許可の下、溜め糞に向けてセンサーカメラ（自動撮影カメラ）

を設置したところ、冬季はおよそ1～2日に1度、溜め糞場を訪れ

るタヌキの姿が撮影されました。浅間神社跡地の林内は、タヌキ

にとって大事な生息場所の一つのようです。

　カメラには、タヌキ以外にキジバト（　　）やシロハラなどの

野鳥も撮影されていました。見ると、どれも溜め糞をしきりにつ

いばんでいます。これは糞を食べている……のではなく、糞の中

に入っている植物の種子を食べているものと思われます。

　タヌキは秋～冬の間、イチョウやエノキ、ムクノキなど、様々

な木の実を食べます。その種子が胃で消化されず、糞に混じって

排泄されたものを、これ幸いとばかりに食べているのでしょう。

特にキジバトは、5分程ずっとついばんでいる時もありました。

　糞を食べにくる昆虫や土壌生物も多々いますが、一部の野鳥た

ちにとっても、哺乳類の糞というのは良い食糧源の一つなのです

ね。糞から生まれる生きものたちの繋がりの広さには、いつも驚

かされます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）

１

２/１２ ハクモクレンの冬芽　ふわふわ
の毛に覆われた花芽は、ゆっくりと大き
くなり、春に大きな花を咲かせる。

２/１２ ノゲシ　咲いた花はタンポポに
似るが、葉や茎に細かなトゲがある。一
年を通して開花や結実が見られる。

２/１２ フラサバソウ　花びらにある紫
色の線は虫を呼ぶサイン（蜜標）。小さ
なおしべはよく見ると青く美しい。

２ ３

日々変わりゆく小合溜の自然を、
お散歩隊が見つけて紹介します！発見!お散歩隊がゆく

２/1２ アメリカオニアザミ　鋭いトゲ
が密生し、皮膚に刺さると痛い。発芽率
が低く、水元公園では個体数は少ない。

2/12 コガモ（オス）　水草（アゾラ・
クリスタータ）が浮いている池を泳いで
いた。水面の水草を食べている模様。

５

２/１1 エナガ　シジュウカラやコゲラな
どと一緒に『混群』を作り、木々を飛びま
わって食べものを探していた。

６

７

● 写真を撮った場所を地図上に示してありますが、他の場所でも見られます。皆さんもぜひ見つけてみましょう。２
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専門員コラム

９

「野鳥にも人気なタヌキの糞」のお話

５

様々な種の運ばれ方の話 

２/１２ シジュウカラ　黒いネクタイ模
様が特徴。早くも「ツーピー、ツーピ
ー」とさえずる様子が見られた。

２/１２ ナナホシテントウ　幼虫も成虫
もアブラムシを食べる。陽気にあてられ
早くも活動を始める個体がいた。

2/10 キジバト　センサーカメラにて撮
影されたもの。浅間神社跡地にあるタヌ
キの溜め糞を訪れていた。

４

９
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